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アプリケーション ストーリー

VanderbijlparkにあるArcelorMittal社
のプラントは、年間440万トンの溶綱を
生産する能力を持ち、これは南アフリカ
の平鋼需要の約78%を占めています。
同社は世界最大の内陸鉄鋼メーカー
の一つであり、サハラ以南のアフリカで
最大の平鋼製品のサプライヤーです。 

VanderbijlparkにあるArcelorMittal社の
信頼性工学部門に所属する状態監視チ
ームは、プラント内の全設備が止まらない
ように監視することを職責としています。
このチームは様々な状態監視ツールを使
っていますが、サーマルイメージング（赤
外線画像解析）もそのうちのひとつです。
状態監視チームのシニアサーモグラファ
ー、Douglas Glen氏は次のように説明し
ます。「赤外線サーモグラフィを使うこと
のメリットは、肉眼で見えるようになるより
もはるか以前の段階で、進行中の問題を
発見できるという点です。これにより、適
切な情報に基づき、適切な対策をとれる
ようになります。そして結果的に、生産性

と安全性を高め、設備の寿命を延ばすこ
とができます。」

サーマルイメージング技術の特長
Glen氏によると、サーマルイメージング技
術は「完璧なソリューション」です。「赤外
線画像検査は、設備の稼働中や電気系統
に負荷がかかっている時で行なえるので、
ダウンタイムが不要です。」

もちろん、南アフリカのArcelorMittal社
のプラントでは、状態監視ツールとしてサ
ーマルイメージングしか使われていない
わけではありません。「当社では、振動解
析、油分析・検査などの複数の技術と赤外
線カメラを組み合せて使っています。サー
マルイメージングの主な長所は、機械や
電気系統の問題を非常に素早く正確に特
定できるという点です。サーマルイメージ
ングを用いれば、どの部分が問題を引き
起こしているか、直ちに判明します。」

南アフリカで安定的な鉄鋼生産をサポートする
フリアーシステムズの赤外線サーモグラフィ
生産プラントは、常に稼働し続けている必要があります。機能停止やダウンタイムは
許されません。 南アフリアにあるArcelorMittal社は、Vanderbijlparkの生産プラン
とを適切に稼働させるため、フリアーシステムズの赤外線サーモグラフィを採用して
います。これにより、効率性と安全性を高めるだけでなく、機能停止を避け、ダウンタ
イムを最小限に留めています。

検査の迅速化
Glen氏は、赤外線サーモグラフィは検査の
迅速化にも役立つと述べています。「振動
解析などを行なうには、対象となる設備の
数が多過ぎます。私たちは13,168枚の電
気パネル、6つの回転炉、2つの溶解路、1
つの塩基性酸素転炉（BOF）、3つの大型ア
ーク炉、その他複数の炉の監視をしなけれ

接続部の障害や高抵抗に起因するホットスポッ
トが存在することを示している高電圧コンデ
ンサの赤外線画像。

赤外線サーモグラフィFLIR P640の使い方を
解説する南アフリカArcelorMittal社ののシニ
アサーモグラファーDouglas Glen氏。
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赤外線カメラに関する詳細については、
弊社までお気軽にお問い合わせください。：

フリアーシステムズジャパン株式会社
〒141-0021
東京都品川区上大崎2-13-17
目黒東急ビル5F
☎ 	 : 03-6721-6648
Fax      : 03-6721-7946
e-mail	 : info@flir.jp
www.flir.com
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ばなりません。とんでもない数ですよね。
しかし、赤外線サーモグラフィさえあれ
ば、障害を見逃さず、作業時間を大幅に短
縮することができます。」

Glen氏によると、赤外線サーモグラフィで
しか検査できない種類の設備もあります。

「例えば炉材に関しては、赤外線サーモ
グラフィが唯一の実用的な状態監視ツー
ルであると言えます。しかし、フリアーシス
テムズの赤外線サーモグラフィを使用す
れば、炉材を広範囲にスキャンし、耐火材
の欠落部分を直ちに見分けることができ
るのです。」

「フリアーシステムズの赤外線サーモグ
ラフィを使い始める前は、インフラメトリ
ックス社のカメラを使用していました。」
とGlen氏。「フリアーシステムズの赤外
線サーモグラフィ（PM595）を初めて購
入したのは、10年以上前ですが、業界最
高峰のメーカーはフリアーシステムズで
あると明らかに感じました。以来、当社で
は、P60、そして最近では2台の赤外線サ
ーモグラフィFLIR P640を購入しました。
これら4台のフリアーシステムズ社製赤
外線サーモグラフィを毎日使っており、そ
の実績から、信頼性は極めて高いと感じ
ています。」

赤外線サーモグラフィFLIR P640
赤外線サーモグラフィFLIR P640には非
冷却マイクロボロメーター検出器が搭載
されており、温度分解能0.03℃で、640 
x 480ピクセル画素の高品質な赤外線画
像を生成できます。「優れた画質と精度以
外に、私たちがこのカメラを選んだ理由
の一つは、人間工学に基づく設計が採用

されているためです。」と Glen氏。

「フリアーシステムズの赤外線サーモグ
ラフィを頻繁に使用する私たちのような
担当者にとっては、このような設計や使い
やすさが極めて需要です。このカメラモ
デルは、まさにそのニーズに応えてくれま
す。特に、角度を調整できるファインダー
は便利です。あらゆる角度から設備を観
察できるからです。」

この赤外線カメラを選んだもうひとつの
理由は、レンズを交換できるためです。「
この点は私たちにとって非常に重要です。
当社の敷地内と現地の公共空間の両方
で、高電圧の架空送電線の検査も行なう
からです。これらの長距離検査では、7°の
望遠レンズが不可欠です。しかし、望遠レ
ンズでは視野が狭すぎるため、それ以外
の状況では標準的な24°レンズが必要で
す。レンズを交換できれば、オペレーター
は様々な作業をより柔軟に行なえるよう
になります。」

モバイルアプリFLIR Viewer
新旧の記録やレポートを容易に比較でき
るようにするため、状態監視担当者は、左
腕にiPod Touchを装着しています。「これ
を使えば以前のレポートも見られるため、
変わった点があればすぐに分かります。こ
して迅速かつ正確に欠陥を見つけること
ができます。 Apple Storeからダウンロー
ドしたFLIR Viewerモバイルアプリは、計
り知れない付加価値を提供してくれてい
ます。iPod Touchとフリアーシステムズの
赤外線サーモグラフィを組み合わせて使
うことで、私たちの作業効率は約30%向
上しました。」

トレーニング
しかし、Glen氏は、フリアーシステムズの
赤外線サーモグラフィの人間工学に基づ
く設計と使いやすさを過信してはいけな
いとも言います。「フリアーシステムズの
赤外線サーモグラフィは、あまりに使いや
すいので、対象物に向けてボタンを押す
だけで使いこなせると思われるかもしれ
ませんが、自分が何をしているか把握で
きていることが重要です。赤外線画像を
正しく解析するには、熱物理学とサーマ
ルイメージングに関する広範囲な知識が
必要です。その知識がなければ、誤った結
論を出してしまうこともあります。」その
ためGlen氏は同僚とともに、赤外線トレー
ニングセンター（ITC）でトレーニングを受
けることにしました。ITCは、フリアーシス
テムズと協力し、トレーニングコースを提
供しています。「当社のオペレーターは全
て、ITCでトレーニングを受けています。私
は現時点で最高レベルのレベル3、同僚の
Nico Pieterseはレベル2の認定を受けて
います。

Glen氏とそのチームは、フリアーシステム
ズの赤外線サーモグラフィを使用するこ
とで、南アフリカの ArcelorMittal社のプ
ラントにおける安定的な生産をサポート
し、そのプロセスで大幅なコスト削減を実
現してきました。最後にGlen氏は、フリア
ーシステムズを選んだことに悔いはない
と言いました。

これらは、毎週行なわれている６つの直接還元製鉄設備（DRI）の検査画像の一部です。これらの画像を
分析することで、耐火材が劣化したり、内部に製品が堆積したりしていないか調べています。

炉材の状態を監視するため、Glen氏は同僚とともに、このボイラーを毎週検査しています。

Glen氏と同僚のPeters氏は、iPodとFLIR 
Viewerを使って、新旧の検査結果を比較していま
す。


